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ダイセル化学工業株式会社
ポリプラスチックス株式会社

環状オレフィン・コポリマー「TOPAS®」事業買収について

ダイセル化学工業株式会社（以下、ダイセル化学）とポリプラスチックス株式会社（以下、ポリプラスチックス）は、セラニーズ社の100％子会社であるチコナ社の環状オレフィン・コポリマー（COC：Cycloolefin Copolymer）「TOPAS®」（商標：トパス®）に関する事業買収について、基本的な合意に達し覚書(レターオブインテント)を締結しました。

事業買収にあたっては、ダイセル化学55％、ポリプラスチックス45％出資の新会社をドイツに設立し、当該新会社がチコナ社から従業員、生産および研究開発設備を含む全てのCOC事業を引き継ぐ計画で、2005年末までに最終契約書の調印、各社の承認および関係当局の認可取得を完了すべく準備を進めております。

ポリプラスチックスは、既に2004年4月から日本およびアジア・太平洋地域に「TOPAS®」を販売しております。このたびのダイセルグループによるCOC事業の取得により、お客様のニーズを的確に製品開発に反映するとともに全世界でお客様をサポートしていけるものと期待しております。

＜商品の特長＞

「TOPAS®」は、チコナ社が開発した環状オレフィン・コポリマー(COC)の商品名で通常のポリエチレン(PE)、ポリプロピレン(PP)樹脂に代表される結晶性ポリオレフィン樹脂とは異なり環状オレフィン構造を有する非晶性の透明な樹脂です。
「TOPAS®」は、PMMA(ポリメチルメタクリレート、アクリル樹脂)に匹敵する光学特性やPC(ポリカーボネート樹脂)以上の耐熱性、PMMAやPCより優れた寸法安定性等を有する樹脂として、高い市場評価を得ています。さらに「TOPAS®」は、水蒸気バリヤ性向上、剛性アップ、耐熱性、易カット性能付与など、汎用ポリオレフィン樹脂の改質用途に適した材料として、包装材料分野でも開発活動を推進していきます。

＜主要用途＞

· レンズ及び導光板などの光学部品用途

· フラットパネルディスプレー用光学シート・フィルム分野

· 汎用ポリオレフィン樹脂の改質用途向け包装材料用途

· 医療・検査機器用途

· トナーバインダー用途

· その他幅広い産業分野向け

以上

＜本件に関するお問い合わせ先＞

ダイセル化学工業株式会社　IR・広報室

〒108-8230　東京都港区港南2-18-1　JR品川イーストビル

TEL：03-6711-8121　FAX：03-6711-8100

ポリプラスチックス株式会社　総務部

〒108-8280　東京都港区港南2-18-1　JR品川イーストビル

TEL：03-6711-8600　FAX：03-6711-8606

＜ご参考＞

ポリプラスチックス株式会社について

ダイセル化学工業株式会社とチコナ社の合弁会社で、エンジニアリングプラスチックスのアジアにおけるリーディングサプライヤーです。

製造拠点は、日本、台湾、マレーシアおよび中国・南通にあり、販売拠点は、日本、マレーシア、シンガポール、香港、タイ、上海および台湾にあります。

チコナ社／セラニーズ社について

チコナ社は、セラニーズ社のテクニカルポリマー事業を担当し、幅広いエンジニアリングプラスチックスを製造および販売しています。

米国、ドイツおよびブラジルに製造拠点および研究拠点を有しています。

セラニーズ社は、主要製品および世界標準の生産技術において、主導的地位を有しているセラニーズグループの持株会社です。

同社の事業は、化学製品、アセテートプロダクト、テクニカルポリマー（チコナ）およびパフォーマンスプロダクトの4つの事業から構成されており、北米、欧州およびアジアの主要10か国に、24の製造拠点と6の研究拠点を有しています。

以上

